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多年 は f河 に爺が夢為＼った せ いか ′キ ャ ン/ぞズの大 々の叔 ど()が例年 に ま

して色廉 くノ うっ老 らk:蘇 って いるよ ら(=思 え薮す .

卒資産 の嬉々威 お象 りもな くお す ごtLで しょち か ｡讃粁兜塞 ぎよ りのペ ンを

取 る左が､に. 再訂のた っのの早 いの にお どろか 生れ ます 9

番廉直 のオ Jgの よき嵐輩 で あ L)′ま主節象象 のよき助 手 であ った イ ノコこ

ヒ井上 とんが この田 河から神泉 JlL鼻 の出新 患鹿 の患 鮭 に巌魔 女 を｡､ま した .

新 鋭 の尊厳 とて,中 々廊 多 畦 のよ らです が太いに ノ＼リ々 ってい らっ しゃ いま

すか ら,沸上 きんのお廉 え を受ける沢 山 の生毅 雲JLlq)T=め I=量よ き紅 鮭 とし

ての阜俊 に兼 務 い た しよ しよ ら e 凍上 さん の銀 座 吐.多産都 の静地厚腰 間大I

祭都 塵薯 の原義刺 さ,Lです .廉 ク ンは打 か らjq-ま ど船 井 泉生のお患 い ころに

瓜 二つ-t･･だ 妻らで す ｡中(=昧魅東泉 生の卿吸息 と錦逢 えr=八 もあ りま す ｡

｡､つ 袖 こ｡ニ ｡療軒 窟夢 で. 忽 ち劇 中哀 しとな って し･ま (､よ しを, 7巧 蛙 の

藤 木 iんは祈 変 声ヒな ら九 .8･回 生で喝忠夫尊大尊兜 の岡嫁 さんが 斜軍薮凄

払 泉妓女代表 者 とする森 谷冴 乾 -日太 の地底 Kか /, ) に砺 するお手嬢 そ の鹿

で .麺ノ 回叔 えItL､まナ ｡ 加 えて各年 は藩 攻轟 に源凍 .山車雨域 が 入学 しき

しもので ∴野施薮/i太いににぎや かで す ｡

多年 か らよをカ リ長工 手A に-率変更 が あ /)よ しを D舞藩地理 蓉 ilIま鼻各

地銀孝 に ′ 集塵 姓夜 学 ‡は塵取 学 (基贋 国費 ･副費 〕ヒ地顔 蛍は絶 境餐 工 ノ

膚 私費 ti地膚 学皿 (水利 地 番 ′ 藤水嚢廠 )∴轟石庭励 単一吐池野撃取 (地常置

堂 ,放資萄塵 ), N(恵 垂土壌 寮廟 )とを ()患 Lr=｡牌 別 溶義 とLて_は前期

に別渡嵐 鮭 の政 客地盈 察 ′慈 鉾鬼 盤の盗鐸 学革 盤 ,鹿瀬 に着発 鮭萱 の変温鹿

夜営 J奉 宙患 藍の工寒 地凝 尊 があ E)ます o

波並転 生 Ii昨秋 可太蛍府 会乗 の斉 田肇 会 則 こ

者達 左 とJ).絶後季節 変速賂重 責金畢 雫長 ′田

丸 絶後資 金 の常任 番 舜長 に加 えて ′文一毅 とお

正 しくな LL九 たため .この各 とろとろ意血直 せ

-風 間ぼか ()嫉 まれま し左 , しか し令鑑す r'か リおえ象ゼ ノ多ガ 面 に頻 哲譜

で す｡庭井免 生は じめ痩轟 泉生 .東 泉 鮭 J 奮田泉睦 等鹿療 らゲ £葱象 で ′額

冴免 に ′ 牽 藍蒋 藩に衡 夢･kで す,学 生重 責 の変身 麦茶 三九を天象娃 iこ成 っt,

こJLビI土畠田乾生か蘇承重層 に ZtLL;礼 .新藤 研摩 そ の他腰 ををや ませ ておい

で にな る由紋太 身 ヒi;泉 の鼻 です Q私 もおか げ革 でゑ免 ノ速 射 ま覇王 申 L蓋

しr:舟 単瀞 免歯 開展 の比 重量 あ って J何 か と紘 しい -皐 で Lt=｡藤徹 底‖こぺ
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生動け る こと 虻申すt=及 ぼ1-, 政人 に迷 轟 を糾 ナない とい う こ とす.ら去 るべ

くして行 われ賭 し､こ とを議藤 生ttLL九 ま した .

よ を大正/ノ竿 か ら露瀞33年 まゼ,地象 挙厳 重 の主席 と して .敦盛 の農犀

のためにお尽 し下す った頗 太 産 生が -Lの たが､束貴名 蒼顔線､にな ふれ よ しF=.

各 年 の卒寮生 Ii /{ 人.息 ア* リカ の着 の者 の 識 ヒに かrTつ け+=中鹿修 子

さん の勅 よr箪 学虚 空 を電′′卑 あ て全 典麗轍 ･p1年 に巌 べ-t# 巌 が多 が 亨を

のは畠 ことに酵鹿で し,T=,高齢 也 産が 4庫碗 ?纏 にさ ｡か え LbjLか車と
て ′姥硬 の薮 斉は ブ ーム が早番 とfl, 8-ぺが都 立高款 の激 暑親顔･lCJアズ しま

したが.,堤賞 If患射 こ,きU:､し<. 1人が釆 ま っをにす ぎよせ L ゼ した .公血

蕎巌 へ の塵 は中 々験 し_し､ヒ車:乏互 恵を ,)ませ Lが ,高磨 a,立▲者かぢ云えぼま

た兵 理 か らぬ こ七と 亘む 融i;Lよと㍉ 多 士各 々ま ことに.L=ぎわかせ つf=,/田生

が渡 す たあ とは.華 々 しいとい I,よJlJ可変らしし､/年 生が /3人顔 をそろえ

よ したが .索 の中 に ′00人 を こ̀与る率着 生の顔 がス い /ク 生れ て 攻る と.軒

人 生の面 藍 LIこ凄 U)人 のそれ をみ る こ とが出 来 て.中 _々興味 潔 いものが あ ,)

ます ｡た とえLよ新 入生 のAとJLlt卓草 生の (B壬t十CとL)十 2′ DとJL

は EミL メ 久 占 十 Dと∠x久ゲ ヒい ったあ人 は､いです ｡前 号 発刊JX埠の卒蘇

生のおめでそ ば次 の温 ')'.1 回 生川井 王,tノ4L輯生 .泰丸 さん ∠野生后凄

三人′大 内 さL,7回 生 害束 さん ,㌢回生 簾田 三人 ･水糸 皇L ′ /0 回

旦 上 麻 生ん .相為 さL ′三親 王L '.卒 算式 a)丈額次 客 の叔 講 に よれ ば′丸

善 で堂 L だ膏 為 lこして教養高さヰ 雌 に国 家社息 が腰 麻 する軒収 の並の は ′率

常 盤が鹿 若人 ヒ しこ患盤 文化 の餐衆 I-L束 与 寸カ ニ とよ ,), むしろブ ぐれ た身

性 と して優 秀 を与東 と生A寓 てる こ とにあ るそらと すか ら′ そ の酷経 として

の蘇 賂 鑑永卿廃 人 のみ lyらず /鼠象鹿金 に と ,,く 量ま ことに虜 庭 Lい ことと

い えましょ う pLか しこの祝･句 を ちかが､っ{=とき比.

壊 すか しを くっ主よ -:/･な ,.又々 Li<レ ヒ一幕 成 したよ う

な壕鹿 左索革 におそわれ 盾の 麦ど らす忘 ニ ヒL できま

一也Lで した ｡

蒐塵 尊 斜 の縛窓金 紋 ′ 例 年//百 の教琴寒に行われ て

お ります ｡昨年の各 に尊者 <の方 が出 番 Lt Tす って

に ぎk,ガで し左が ′各年 も どうぞ 米山お でか け下 す ク

で ′孝 が金 の奥展 と′凌輩 の満座 をごらえ いただ き た

く塩 じて葛 ,)'ます ,
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